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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　装着・取外可能な保管用の記憶媒体に記憶された統括情報に登録されたリンク情報のリ
ンク先である管理情報に含まれているファイルの保存場所の情報を利用してファイルを取
得可能に管理するファイル管理装置であって、
　装着・取外可能な携帯用の記憶媒体が前記ファイル管理装置に装着されたあと、前記フ
ァイル管理装置に装着・取外可能な前記保管用の記憶媒体に前記統括情報が記憶されてい
るか否かを判定し、前記保管用の記憶媒体に前記統括情報が記憶されていないと判定され
たときには、前記統括情報を作成して前記保管用の記憶媒体に記憶させる統括情報作成手
段と、
　前記携帯用の記憶媒体に記憶された複数のファイルのうち所定用途に利用可能なファイ
ルをファイルの拡張子に基づいて選択する選択手段と、
　前記選択手段によって今回選択されたファイルの保存場所の情報を含む管理情報を作成
する管理情報作成手段と、
　前記複数のファイルの管理に用いる管理名称を設定する名称設定手段と、
　前記選択手段により選択されたファイルのメタデータを自動入力するか手動入力するか
をユーザからの指令に基づいて判定し、前記判定結果が自動入力であるときには予め登録
されている定義ファイルの内容に従ったメタデータを入力する一方、前記判定結果が手動
入力であるときには前記ファイル管理装置が備える無線通信ポートと情報のやりとりが可
能な外部機器から手動でキー入力された内容のメタデータを入力し、該入力したメタデー
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タを前記管理情報作成手段によって作成された管理情報に、前記選択されたファイルのメ
タデータとして格納するメタデータ入力手段と、
　前記管理情報作成手段によって今回作成された管理情報へのリンク情報を前記統括情報
に登録する記憶制御手段と、を備え、
　前記記憶制御手段は、ファイルを格納可能なフォルダを、前記名称設定手段によって設
定された管理名称を含むフォルダ名を付与して前記保管用の記憶媒体に作成し、該作成し
たフォルダに前記選択手段によって選択されたファイルを複製して保存し、
　前記管理情報作成手段は、前記記憶制御手段によって保存されたファイルの保存場所の
情報を含み、前記管理名称を含む管理情報名を付与し前記選択手段によって今回選択され
たファイルのメタデータを更に含む管理情報を作成し、該作成した管理情報を前記フォル
ダに保存する、ファイル管理装置。
【請求項２】
　装着・取外可能な保管用の記憶媒体に記憶された統括情報に登録されたリンク情報のリ
ンク先である管理情報に含まれているファイルの保存場所の情報を利用してファイルを取
得可能に管理する、ファイル管理装置が実行するファイル管理方法であって、
（ａ）装着・取外可能な携帯用の記憶媒体が前記ファイル管理装置に装着されたあと、前
記ファイル管理装置に装着・取外可能な前記保管用の記憶媒体に前記統括情報が記憶され
ているか否かを判定し、前記保管用の記憶媒体に前記統括情報が記憶されていないと判定
されたときには、前記統括情報を作成して前記保管用の記憶媒体に記憶させるステップと
、
（ｂ）前記携帯用の記憶媒体に記憶された複数のファイルのうち所定用途に利用可能なフ
ァイルをファイルの拡張子に基づいて選択するステップと、
（ｃ）前記ステップ（ｂ）で今回選択されたファイルの保存場所の情報を含む管理情報を
作成するステップと、
（ｄ）前記複数のファイルの管理に用いる管理名称を設定するステップと、
（ｅ）前記ステップ（ｂ）で選択されたファイルのメタデータを自動入力するか手動入力
するかをユーザからの指令に基づいて判定し、前記判定結果が自動入力であるときには予
め登録されている定義ファイルの内容に従ったメタデータを入力する一方、前記判定結果
が手動入力であるときには前記ファイル管理装置が備える無線通信ポートと情報のやりと
りが可能な外部機器から手動でキー入力された内容のメタデータを入力し、該入力したメ
タデータを前記ステップ（ｃ）で作成した管理情報に、前記選択されたファイルのメタデ
ータとして格納するステップと、
（ｆ）前記ステップ（ｃ）で今回作成された管理情報へのリンク情報を前記統括情報に登
録するステップと、
（ｇ）ファイルを格納可能なフォルダを、前記ステップ（ｄ）で設定した管理名称を含む
フォルダ名を付与して前記保管用の記憶媒体に作成し、該作成したフォルダに前記ステッ
プ（ｃ）で選択されたファイルを複製して保存するステップと、を含み、
　前記ステップ（ｃ）では、前記ステップ（ｇ）で保存したファイルの保存場所の情報を
含み、前記管理名称を含む管理情報名を付与し前記ステップ（ｅ）で入力したファイルの
メタデータを更に含む管理情報を作成し、該作成した管理情報を前記フォルダに保存する
、ファイル管理方法。
【請求項３】
　請求項２に記載のファイル管理方法の各ステップを１又は複数のコンピュータに実現さ
せるためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ファイル管理装置、印刷装置、ファイル管理方法及びそのプログラムに関す
る。
【背景技術】
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【０００２】
　従来、ファイル管理装置としては、複数のファイルをグループ化して管理するものが提
案されている（例えば、特許文献１参照）。この特許文献１に記載された装置は、先のフ
ァイルから次のファイルが１時間以内に記録されているなどの条件を満たすファイルを自
動的にグループ化する。そして、このグループを一覧表示データに登録し、この一覧表示
データを利用して動画ファイルの再生などの処理を行う。
【特許文献１】特開２００４－１７１０５３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、この特許文献１に記載されたファイル管理装置では、先のファイルから
次のファイルが１時間以内に記録されているファイルについてグループ化するため、再生
可能なファイル以外のファイルがグループの中に含まれてしまうことがあった。このため
、ファイルの管理がしにくかった。
【０００４】
　本発明は、このような課題に鑑みなされたものであり、ファイルの管理がしやすいファ
イル管理装置、印刷装置、ファイル管理方法及びそのプログラムを提供することを目的と
する。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、上述の目的を達成するために以下の手段を採った。
【０００６】
　本発明のファイル管理システムは、
　統括情報に登録されたリンク情報のリンク先である管理情報に含まれているファイルの
保存場所の情報を利用してファイルを取得可能に管理するファイル管理装置であって、
　複数のファイルのうち所定用途に利用可能なファイルを選択する選択手段と、
　前記選択手段によって今回選択されたファイルの保存場所の情報を含む管理情報を作成
する管理情報作成手段と、
　前記管理情報作成手段によって今回作成された管理情報へのリンク情報を前記統括情報
に登録する記憶制御手段と、
　を備えたものである。
【０００７】
　このファイル管理装置では、複数のファイルのうち所定用途に利用可能なファイルを選
択し、今回選択されたファイルの保存場所の情報を含む管理情報を作成し、該作成した管
理情報へのリンク情報を前記統括情報に登録する。そして、新たにリンク情報を登録した
統括情報及び管理情報を利用してファイルの取得などを行う。このように、所定用途に利
用可能なファイルが予め選択されて管理情報が作成される。したがって、ファイルを管理
しやすい。ここで、「管理情報」は、今回選択されたファイルが記憶されている記憶媒体
に記憶してもよいし、今回選択されたファイルが記憶されている記憶媒体とは別の記憶媒
体に記憶してもよい。
【０００８】
　本発明のファイル管理装置において、前記選択手段は、ファイルの拡張子に基づいて前
記利用可能なファイルを選択してもよい。こうすれば、比較的容易に利用可能なファイル
を選択することができる。
【０００９】
　本発明のファイル管理装置において、前記選択手段は、携帯用の記憶媒体に記憶された
前記複数のファイルのうち所定の用途に利用可能なファイルを選択し、前記記憶制御手段
は、ファイルを格納可能なフォルダを保管用の記憶媒体に作成し該作成したフォルダに前
記選択手段によって今回選択されたファイルを複製して保存し、前記管理情報作成手段は
、前記記憶制御手段によって保存されたファイルの保存場所の情報を含む管理情報を作成
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し該作成した管理情報を前記フォルダに保存してもよい。こうすれば、書き込み消去を頻
繁に行うような携帯用の記憶媒体から書き込み消去の頻度の低い保管用の記憶媒体にファ
イル及び管理情報をバックアップするため、確実にファイルを保管することができる。ま
た、携帯用の記憶媒体に記憶したファイルをもとに、管理情報とこの管理情報に登録され
たファイルとを新たに作成した共通のフォルダに保存するため、管理情報とファイルとを
別々の記憶媒体やフォルダに保存する場合に比べてファイルを管理しやすい。
【００１０】
　上述の態様を採用した本発明のファイル管理装置は、前記複数のファイルの管理に用い
る管理名称を設定する名称設定手段、を備え、前記記憶制御手段は、前記名称設定手段に
よって設定された管理名称を含むフォルダ名をファイルを格納可能なフォルダに付与して
該フォルダを作成し、前記管理情報作成手段は、前記管理名称を含む管理情報名を付与し
た前記管理情報を作成し該作成した管理情報を前記記憶制御手段によって作成されたフォ
ルダに保存してもよい。こうすれば、管理情報名とフォルダ名とに同じ管理名称を含むた
め、管理情報とフォルダとの関連を理解しやすい。
【００１１】
　本発明のファイル管理装置において、前記管理情報作成手段は、前記選択手段によって
今回選択されたファイルのメタデータを更に含む管理情報を作成してもよい。こうすれば
、あとからメタデータを利用することによってファイルの内容を確認することができる。
このとき、前記管理情報作成手段は、外部から入力されたメタデータを含む管理情報を作
成してもよい。こうすれば、外部からの入力により自由にメタデータを作成することがで
きる。あるいは、前記管理情報作成手段は、所定の定義に基づいて作成されたメタデータ
を含む管理情報を作成してもよい。こうすれば、ユーザのメタデータの入力の手間を省く
ことができる。あるいは、前記管理情報作成手段は、前記ファイルに含まれている情報に
基づいて作成したメタデータを含む管理情報を作成してもよい。こうすれば、ファイルに
含まれている情報を利用してメタデータの入力の手間を省くことができる。
【００１２】
　本発明の印刷装置は、上述したいずれかに記載のファイル管理装置と、前記ファイル管
理装置の前記統括情報及び前記管理情報を利用して選択されたファイルの内容を着色剤に
よって印刷媒体に印刷する印刷ユニットと、を備えたものである。印刷装置は、複数のフ
ァイルのうち印刷に利用可能なファイルを選択して印刷実行することが多いため、利用可
能なファイルの管理を行う必要性が高い。したがって、本発明を適用する意義が高い。
【００１３】
　本発明のファイル管理方法は、
　統括情報に登録されたリンク情報のリンク先である管理情報に含まれているファイルの
保存場所の情報を利用してファイルを取得可能に管理するファイル管理方法であって、
（ａ）複数のファイルのうち所定用途に利用可能なファイルを選択するステップと、
（ｂ）前記ステップ（ａ）で今回選択されたファイルの保存場所の情報を含む管理情報を
作成するステップと、
（ｃ）前記ステップ（ｂ）で今回作成された管理情報へのリンク情報を前記統括情報に登
録するステップと、
　を含むものである。
【００１４】
　このファイル管理方法では、複数のファイルのうち所定用途に利用可能なファイルを選
択し、今回選択されたファイルの保存場所の情報を含む管理情報を作成し、該作成した管
理情報へのリンク情報を前記統括情報に登録する。そして、新たにリンク情報を登録した
統括情報及び管理情報を利用してファイルの取得などを行う。このように、所定用途に利
用可能なファイルが予め選択されて管理情報が作成される。したがって、ファイルを管理
しやすい。なお、このファイル管理方法において、上述したファイル管理装置の種々の態
様を採用してもよいし、また、上述したファイル管理装置の機能を実現するようなステッ
プを追加してもよい。
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【００１５】
　本発明のプログラムは、上述したファイル管理方法の各ステップを１又は複数のコンピ
ュータに実行させるためのものである。このプログラムは、コンピュータが読み取り可能
な記憶媒体（例えばハードディスク、ＲＯＭ、ＦＤ、ＣＤ、ＤＶＤなど）に記録されてい
てもよいし、伝送媒体（インターネットやＬＡＮなどの通信網）を介してあるコンピュー
タから別のコンピュータへ配信されてもよいし、その他どのような形で授受されてもよい
。このプログラムを一つのコンピュータに実行させるか複数のコンピュータに分散して実
行させれば、上述したファイル管理方法の各ステップが実行されるため、上述したファイ
ル管理方法と同様の作用効果が得られる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　次に、本発明を実施するための最良の形態を実施例を用いて説明する。
【実施例】
【００１７】
　図１は、本発明の一実施例であるマルチファンクションプリンタ１０のブロック図であ
り、図２は、マニフェストの説明図であり、図３は、操作パネル４０の説明図である。こ
のマルチファンクションプリンタ１０は、図１に示すように、スロット１７に差し込まれ
たメモリカード１８を読み書き可能に接続するリーダライタ１６と、外部機器と接続可能
な入出力部１９と、スキャナ機能を実行するスキャナ機構２１及びこのスキャナ機構２１
を制御するスキャナＡＳＩＣ２２を含んで構成されるスキャナ部２０と、プリンタ機能を
実現するプリンタ機構３１及びこのプリンタ機構３１を制御するプリンタＡＳＩＣ３２を
含んで構成されるプリンタ部３０と、ユーザが各種の指示を入力する操作パネル４０と、
装置全体の制御を司るコントローラ１１とを備えている。なお、「ＡＳＩＣ」とは、アプ
リケーション・スペシフィック・インテグレーテッド・サーキット（Application Specif
ic Integrated Circuit）の略である。
【００１８】
　スキャナ部２０は、スキャナ機構２１とスキャナＡＳＩＣ２２を備えている。スキャナ
機構２１は、いわゆるフラットベッド型であり、画像を読み取る媒体Ｍを載せるガラス面
２３と、このガラス面２３を介して媒体Ｍを光学的に読み取るラインイメージセンサ２４
と、媒体Ｍを読み取るためラインイメージセンサ２４を走査させる移動部２６とを備えて
いる。スキャナＡＳＩＣ２２はスキャナ機構２１を制御する機能を備えたＩＣチップであ
り、スキャナ機構２１のラインイメージセンサ２４で読み取られたスキャンデータを、コ
ントローラ１１のＲＡＭ１４に設けられたスキャナバッファ１４ａに格納する。本実施例
のラインイメージセンサ２４は、媒体Ｍに向かって発光した後の反射光をレッド（Ｒ）、
グリーン（Ｇ）、ブルー（Ｂ）の各色に分解してスキャンデータとする周知のカラーイメ
ージセンサである。
【００１９】
　プリンタ部３０は、プリンタ機構３１とプリンタＡＳＩＣ３２とを備えている。プリン
タ機構３１は、インクジェット方式のフルカラープリンタとして構成されている。このプ
リンタ機構３１は、シアン・マゼンタ・イエロー・ライトシアン・ライトマゼンタ及びブ
ラックの各色のインクを個別に収容したインクカートリッジ３４と、インクカートリッジ
から供給された各インクに圧力をかける圧力発生部３５と、圧力発生部３５で加圧された
インクを印刷媒体である記録紙Ｓに吐出する吐出口３６と、記録紙Ｓを搬送する搬送ロー
ラ３８とを備えている。圧力発生部３５は、圧電素子（例えばピエゾ素子など）に電圧を
かけることによりこの圧電素子を変形させてインクを加圧する方式を採用している。なお
、この圧力発生部３５は、発熱抵抗体（例えばヒータなど）に電圧をかけインクを加熱し
て発生した気泡によりインクを加圧する方式を採用してもよい。プリンタＡＳＩＣ３２は
、プリンタ機構３１を制御する機能を備えたＩＣチップであり、ＲＡＭ１４に設けられた
印刷バッファ１４ｂ内の印刷データを１ページごとにビットマップイメージに展開し該展
開した展開データを記録紙Ｓに印刷するようにプリンタ機構３１を制御する。
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【００２０】
　リーダライタ１６はマルチファンクションプリンタ１０の筐体に設けられたスロット１
７に差し込まれたメモリカード１８に対してデータの読み書きを行うものである。メモリ
カード１８は、電気的に書き換え可能なフラッシュメモリであり、デジタルカメラ５０で
撮影した画像ファイルなどを記憶する。ここでは、デジタルカメラ５０で撮影した画像フ
ァイルは、例えばＤＣＦ（Ｄｅｓｉｇｎ　ｒｕｌｅ　ｆｏｒ　Ｃａｍｅｒａ　Ｆｉｌｅ　
ｓｙｓｔｅｍ）方式に従って保存されている。
【００２１】
　入出力部１９は、外部記憶装置５２などの外部機器と接続可能な端子（例えばＵＳＢ端
子など）により構成されている。外部記憶装置５２は、記憶媒体としての光ディスクＮ（
例えばＤＶＤ－Ｒ、ＤＶＤ－ＲＷ、ＤＶＤ－ＲＡＭ、ＣＤ－Ｒ、ＣＤ－ＲＷなど）へのデ
ータの書き込みや、書き込まれたデータの消去などを行うことができる光ディスクドライ
ブとして構成されている。この外部記憶装置５２は、ケーブルを介して入出力部１９に接
続されて、コントローラ１１からの指令によりマルチファンクションプリンタ１０からの
データを光ディスクＮに保存したり、光ディスクＮに保存されたデータをマルチファンク
ションプリンタ１０に出力したりする。なお、外部記憶装置５２は、外付けＨＤＤなどで
あってもよい。このマルチファンクションプリンタ１０では、ユーザによって撮影された
画像ファイルをＭＰＶ（Ｍｕｓｉｃ　Ｐｈｏｔｏ　Ｖｉｄｅｏ）形式で外部記憶装置５２
にセットされた光ディスクＮに保存可能となっている。ＭＰＶとは、コンテンツとしての
アセットの内容を記述するためのメタデータの仕様を定めた規格である。アセットとは、
ＭＰＶで取り扱うターゲットの１単位であり、単独の画像ファイル（例えば静止画ファイ
ルなど）で構成されていたり複数の画像ファイル（例えば連続撮影した複数の静止画ファ
イルなど）で構成されていたりする。以下、このアセットを用いて説明する。ＭＰＶでは
、マークアップ言語としてのＸＭＬで内容が記述されたマニフェストをコントロールファ
イルに用いる。このマニフェストには、アセットの保存場所の情報などのメタデータが記
述されている。したがって、マルチファンクションプリンタ１０は、このマニフェストを
読み出して解析することにより、各アセット自体を読み出すことなく光ディスクＮのどこ
にどのようなアセットが記憶されているのかを容易に把握可能となっている。
【００２２】
　ここで、光ディスクＮに記憶されているマニフェストの概念について図２を用いて説明
する。ルートマニフェスト６１は、メモリカード１８の装着が認識されたときにコントロ
ーラ１１により初めに読み込まれるマニフェストである。このルートマニフェスト６１に
は、他のマニフェスト７１にリンクするリンク情報６２が含まれている。また、このルー
トマニフェスト６１には、同じイベント（例えば運動会など）で撮影したとか同じ撮影日
に撮影したというような所定の関係を有するアセットの集合体であるアルバムを特定可能
なアルバム情報６３や、アルバムに含まれずに存在するアセットを特定可能なアセット情
報６７などが含まれている。アルバム情報６３には、アルバムを特定可能なアルバム名６
３ａや、アセット情報６４，６５，…が含まれている。このアセット情報６４には、ファ
イルを特定するためのファイル名６４ａやこのファイルの保存場所を特定するファイルパ
ス６４ｂ，画像の種類を区別するためのアセット種別６４ｃのほか、アセットの作成者，
アセットのタイトル，アセットの作成日時などが含まれている。アセット種別としては、
静止画（Ｓｔｉｌｌ）、音声付き画像（Ｓｔｉｌｌ　ｗｉｔｈ　Ａｕｄｉｏ）、マルチシ
ョット画像（Ｓｔｉｌｌ　Ｍｕｌｔｉｓｈｏｔ　Ｓｅｑｕｅｎｃｅ）、パノラマ画像（Ｓ
ｔｉｌｌ　Ｐａｎｏｒａｍａ　Ｓｅｑｕｅｎｃｅ）及びその他のアセット（Ｏｔｈｅｒ）
などがある。なお、マニフェストに含まれるその他のアセット情報についてもアセット情
報６４と同様の内容を含んでいる。                 
【００２３】
　マニフェスト７１は、ルートマニフェスト６１に登録されているリンク情報６２のリン
ク先のマニフェストである。リンク情報６２には、リンクを特定するためのリンク名６２
ａとマニフェスト７１の保存場所の情報であるリンクパス６２ｂとが含まれている。この
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リンク情報６２のリンク名６２ａは、表示部４２に表示するマニフェスト７１に関するタ
イトル名として利用される。このマニフェスト７１には、アセット情報７３，７４，…が
含まれている。このマニフェスト７１はアルバムを含まずに作成されているが、マルチフ
ァンクションプリンタ１０では、リンク情報６２のリンク名称をアルバム名称と同一階層
上に表示するように設定されている。例えば、図３の選択画面８０に示すように、リンク
名称をアルバム名称のような「Ａｌｂｕｍ００１」とすると、画面表示上はまるでアルバ
ムを選択するように表示される。なお、ルートマニフェスト６１やマニフェスト７１は、
他のリンク情報や他のアルバム情報を含んで構成してもよい。ここで、マニフェストリン
クとは、他のマニフェストにリンクする概念のことをいい、リンク情報とは、例えばリン
ク名称やリンクパスなどマニフェストリンクを具体的に特定可能な情報をいう。アセット
とは、本実施例ではＭＰＶで取り扱うターゲットの１単位の概念のことをいい、アセット
情報とは、例えばアセット名称やアセットパスなどアセットを具体的に特定可能な情報の
ことをいう。また、アルバムとは、１つ以上のアセットの集合体の概念をいい、アルバム
情報とは、例えばアルバム名称や、アルバムに含まれているアセットの名称や、アルバム
に含まれているアセットのパスなどアルバムを具体的に特定可能な情報のことをいう。
【００２４】
　操作パネル４０は、ユーザがマルチファンクションプリンタ１０に対して各種の指示を
入力するためのデバイスであり、図１及び図３に示すように、各種の指示に応じた文字、
図形又は記号が表示される表示部４２や、各種操作を行う操作部４４が設けられている。
表示部４２は、カラー画像を表示する液晶パネルにより構成されている。操作部４４には
、ユーザが処理や文字等を選択するカーソルなどを移動させるときに押下されるカーソル
キー４４ａや処理選択などを決定するときに押下される決定キー４４ｂ、表示部４２に表
示されている画面を他の画面に切り替えるときに押下される表示切替キー４４ｃ、表示部
に表示されている画面を一つ前の画面に戻すときなどに押下される戻りキー４４ｄ、選択
した画像の印刷枚数を増減させるときに押下される増減キー４４ｅなどが配置されている
。
【００２５】
　表示部４２に表示される選択画面８０は、ルートマニフェスト６１から読み出したリン
ク名称のＡｌｂｕｍ００１，Ａｌｂｕｍ００２やアルバム名称のＡｌｂｕｍ－Ａやアセッ
ト情報６７のファイル名称をそれぞれ埋め込んだ矩形状のブロックが上下に配置されるよ
うになっている。この選択画面８０では、現在選択中のブロックが立体状に表示されるよ
うになっており、カーソルキー４４ａの操作で立体状のブロックが移動することにより選
択対象を変更可能になっている。この選択画面８０には、現在の処理を表示する処理表示
欄８０ａと、操作方法表示欄８０ｂとが配置されている。
【００２６】
　コントローラ１１は、ＣＰＵ１２を中心とするマイクロプロセッサとして構成されてお
り（図１参照）、各種処理プログラムを記憶したＲＯＭ１３と、一時的にデータを記憶し
たりデータを保存したりするＲＡＭ１４と、データを書き込み消去可能なフラッシュメモ
リ１５とを備えている。このコントローラ１１は、バス４８を介してリーダライタ１６、
入出力部１９、スキャナＡＳＩＣ２２、プリンタＡＳＩＣ３２及び操作パネル４０と接続
されている。ＲＯＭ１３は、不揮発性の記憶デバイスであり、メモリカード１８に記憶さ
れた画像ファイルをＭＰＶ形式で保存するときに実行されるファイル管理制御プログラム
１３ａや各種制御用プログラムや画面に配置するパーツのデータなどが記憶されている。
ＲＡＭ１４は、複数の領域を備えており、これらの領域には、スキャナ部２０により読み
取られた画像情報を一時的に記憶するスキャナバッファ１４ａや、プリンタ部３０に印刷
させる画像情報を一時的に記憶する印刷バッファ１４ｂがある。
【００２７】
　次に、こうして構成された本実施例のマルチファンクションプリンタ１０の動作につい
て、特にメモリカード１８に記憶されている画像ファイルを外部記憶装置５２にセットさ
れた光ディスクＮにＭＰＶ形式で保存する動作について説明する。
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【００２８】
　図４は、コントローラ１１のＣＰＵ１２により実行されるファイル管理制御ルーチンの
フローチャートである。このルーチンは、ＲＯＭ１３に記憶され、ユーザがリーダライタ
１６のスロット１７にメモリカード１８を装着し、入出力部１９に外部記憶装置５２を接
続したあと、表示部４２に表示されたメニュー画面でＭＰＶ形式の保存実行を選択したと
きにＣＰＵ１２によって実行される。このＭＰＶ形式の保存とは、例えばＤＣＦ方式に従
って保存された通常の画像ファイルなどをＭＰＶで取り扱い可能な状態に保存することを
いう。ここでは、書き込み消去可能な光ディスクＮ（ＤＶＤ－ＲＷなど）にメモリカード
１８に記憶されている複数のファイルをＭＰＶ形式で保存する場合について説明する。
【００２９】
　図４のルーチンが開始されると、ＣＰＵ１２は、光ディスクＮにルートマニフェストが
記憶されているか否かを判定し（ステップＳ１００）、ルートマニフェストが記憶されて
いないときには、ルートマニフェストを作成する（ステップＳ１１０）。このルートマニ
フェストは、光ディスクＮ上のルートディレクトリに作成される。この新たに作成された
ルートマニフェストにはリンク情報やアルバム情報などはまだ登録されていない。ルート
マニフェストを作成したあと、又はステップＳ１００でルートマニフェストが記憶されて
いるときには、ＣＰＵ１２は、管理名称をフォルダ名として付与したフォルダを光ディス
クＮのルートディレクトリに作成する（ステップＳ１２０）。図５は、フォルダの作成の
説明図であり、図６はファイルのコピーの説明図であり、図７は、マニフェストの作成の
説明図であり、図８は、マニフェストへのアセット情報の格納の説明図であり、図９は、
ルートマニフェストへのリンク情報の登録の説明図である。この管理名称は、定義ファイ
ルに基づいてＣＰＵ１２によって設定される。ここでは、定義ファイルは、ＲＯＭ１３に
記憶され、例えばフォルダが新たに作成されるたびに３桁の数字「００１」を順にカウン
トアップした番号を管理名称として設定するように定義されている（図５参照）。具体的
には、最後に付与した番号をコントローラ１１のフラッシュメモリ１５に保存するように
なっており、この最後の番号から１つカウントアップした番号をフォルダ名として新たに
作成したフォルダに付与するように設定されている。
【００３０】
　さて、ステップＳ１２０のあと、ＣＰＵ１２は、メモリカード１８に記憶されている複
数のファイルのうちマルチファンクションプリンタ１０が印刷に利用可能なファイルを選
択し（ステップＳ１３０）、今回選択したファイルをステップＳ１２０で作成したフォル
ダにコピーする（ステップＳ１４０）。ここでは、印刷に利用可能なファイルとして画像
ファイルが設定されており、この画像ファイルは、ファイルの拡張子に基づいて選択され
る。このように、メモリカード１８にはマルチファンクションプリンタ１０が印刷に利用
可能ではないファイル（例えば音楽ファイルなど）が記憶されているときには、利用可能
なファイルだけが選択される。
【００３１】
　次に、ＣＰＵ１２は、今回設定した管理名称を含む管理情報名としてのファイル名を付
与したマニフェストを新たに作成し該作成したマニフェストをステップＳ１２０で作成し
たフォルダに保存する（ステップＳ１５０）。ここでは、マニフェストのファイル名は、
「Ａｌｂｕｍ」のあとに管理名称の３桁の数字を加えて作成する（図７参照）。このよう
に、ファイルの保存されているフォルダと該フォルダに記憶されたマニフェストとには共
通の管理名称が含まれている。
【００３２】
　ステップＳ１５０のあと、ＣＰＵ１２は、フォルダにコピーされた各ファイルの保存場
所の情報を今回作成したマニフェストのアセット情報のファイルパスとして格納し（ステ
ップＳ１６０）、各ファイルのメタデータを自動入力するか否かのメッセージを表示部４
２に表示させる（ステップＳ１７０）。次に、ＣＰＵ１２は、メタデータを自動入力する
指令が入力されたか否かを決定キー４４ｂの押下に基づいて判定する（ステップＳ１８０
）。メタデータを自動入力する指令が入力されたときには、ＣＰＵ１２は、定義ファイル
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に従ったメタデータを各アセット情報に書き込む（ステップＳ１９０）。この定義ファイ
ルでは、アセット情報に含まれるメタデータのうち作成者、アセットタイトル及び作成日
時について自動的に設定するようになっている。具体的には、自動入力するメタデータと
して、作成者を「マルチファンクションプリンタ１０」とし、アセットタイトルをコピー
したファイルの順番に付与した番号（例えば０００１など）とし、作成日時をファイルコ
ピーの実行日時として設定するようになっている。また、自動入力時には、ファイルの内
容に作成者、アセットのタイトル及び作成日時（撮影日時など）のうちいずれかの情報が
含まれているときには、その内容をアセット情報に書き込むように設定されている。
【００３３】
　一方、ステップＳ１８０でメタデータを自動入力しない指令、つまり手動でメタデータ
を入力する指令がされたときには、ＣＰＵ１２は、ユーザによりキー入力された内容をメ
タデータとしてアセット情報に書き込む（ステップＳ２００）。図１０は、ユーザがメタ
データを入力するメタデータ入力画面８１の説明図である。このメタデータ入力画面８１
には、入力する文字を選択するカーソル８１ａや画面のタイトルを表示するタイトル表示
バー８１ｂ，アセットのサムネイル画像を表示する縮小画像表示部８１ｃ，操作方法を確
認可能な操作方法表示バー８１ｄが配置されている。手動入力によるメタデータも自動入
力の場合と同様に、作成者、アセットのタイトル及び作成日時などを入力するように設定
されている。具体的には、ユーザは、縮小画像表示部８１ｃの画像を確認し、上下キー４
４ａで文字を切り替え、左右キー４４ａでカーソル８１ａの位置を切り替え、決定キー４
４ｂで確定することにより、各アセットの作成者、アセットタイトル及び作成日時を順次
入力していく。そして、ＣＰＵ１２は、すべてのアセットに対してメタデータの入力が終
了したか否かにより、ユーザによるメタデータの入力が終了したか否かを判定する（ステ
ップＳ２１０）。ユーザによるメタデータの入力が終了していないときには、メタデータ
の手動入力の処理を継続する。なお、各アセットごとに自動入力するか否かの選択を行う
ようにしてもよい。
【００３４】
　一方、ステップＳ２１０でユーザによるメタデータの入力が終了したとき、又はステッ
プＳ１９０でメタデータを自動入力したあと、ＣＰＵ１２は、マニフェストのリンク情報
をルートマニフェストに登録し（ステップＳ２２０）、このルーチンを終了する。図９に
示すように、リンク情報６８には、リンク先のマニフェスト７６のファイル名７６ａと同
じ名称であるリンク名６８ａと、マニフェスト７６へリンクするリンクパス６８ｂとが含
まれている。このリンク名６８ａは、マニフェスト７６に含まれるアセットを選択する際
に選択対象として表示されるタイトル名である（図３参照）。このように、今回選択され
たファイルが格納されたフォルダのフォルダ名７９、マニフェスト名７６ａ及び表示部４
２に選択対象として表示されるリンク名６８ａには共通の管理名称が含まれている。
【００３５】
　最後に、図５～図９の説明図を用いてメモリカード１８に記憶された複数のファイルを
外部記憶装置５２の光ディスクＮ（ＤＶＤ－ＲＷなど）へＭＰＶ形式で保存する一連の動
作について説明する。まず、ユーザは、リーダライタ１６のスロット１７にメモリカード
１８を装着し、入出力部１９に外部記憶装置５２を接続したあと、ＭＰＶ形式の保存実行
を選択する。すると、ＣＰＵ１２は、光ディスクＮにルートマニフェスト６１が記憶され
ていることを確認し、定義ファイルに従いフラッシュメモリ１５に記憶された番号に基づ
いて管理名称「００２」を設定し、この管理名称を付与したフォルダを光ディスクＮに作
成する（図５）。次に、ＣＰＵ１２は、メモリカード１８に記憶された複数のファイルの
うち利用可能なフィルを拡張子に基づいて選択し、今回選択したファイルを作成したフォ
ルダにコピーする（図６）。続いて、ＣＰＵ１２は、マニフェスト７６に名称「Ａｌｂｕ
ｍ００２」を付与して作成しフォルダ「００２」に保存し（図７）、今回選択されコピー
されたファイルの保存場所の情報をアセット情報としてマニフェスト７６に格納する（図
８）。そして、ユーザからメタデータを自動入力する指令を受けると、ＣＰＵ１２は、定
義ファイルに従って設定したメタデータを各アセット情報に書き込み、入力がすべて終了
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するとマニフェスト７６へのリンク情報６８をルートマニフェスト６１に登録する（図９
）。このように、メモリカード１８に記憶された複数のファイルのうちマルチファンクシ
ョンプリンタ１０が印刷に利用可能なファイルをＭＰＶ形式で光ディスクＮに保存する。
【００３６】
　次に、光ディスクＮに保存された内容からアセットを選択して印刷処理を行う一連の動
作について図３及び図１１を用いて説明する。図１１は、表示部４２に表示されるアセッ
トを選択する画面の切り替えの説明図である。まず、ユーザは、外部記憶装置５２をマル
チファンクションプリンタ１０に接続し、上述した光ディスクＮを外部記憶装置５２にセ
ットし、印刷するファイルの選択処理を実行する。すると、ＣＰＵ１２は、光ディスクＮ
に記憶されたルートマニフェスト６１を読み出し、読み出した内容を選択画面８０に反映
させて表示部４２に表示する（図３参照）。この選択画面８０を確認して「Ａｌｂｕｍ０
０２」がユーザにより選択され表示切替キー４４ｃが押下されると、ＣＰＵ１２は、リン
ク先であるマニフェスト７６に含まれるアセットのサムネイル画像を配置した分割配置画
面８２を表示部４２に表示する（図１１（ａ））。このとき、ユーザにより表示切替キー
４４ｃが押下されたときには、ＣＰＵ１２は、分割配置画面８２に表示された画像Ａ～Ｇ
のうち、カーソル８２ａにより現在選択されている画像（ここでは、画像Ａ）を拡大表示
する拡大表示画面８４を表示部４２に表示する（図１１（ｂ））。拡大表示画面８４の表
示中に表示切替キー４４ｃが押下されると、ＣＰＵ１２は、メタデータ表示画面８５を表
示部４２に表示する（図１１（ｃ））。このメタデータ表示画面８５には、ファイル管理
制御ルーチンのステップＳ１９０で自動入力された情報が含まれている。この内容を確認
したユーザによって増減キー４４ｅで印刷枚数が設定され決定キー４４ｂが押下されると
、ＣＰＵ１２は、選択されているアセットの画像を印刷処理する。具体的には、ＣＰＵ１
２は、ユーザからの印刷指示を受信すると、プリンタＡＳＩＣ３２へ印刷指令を行う。印
刷指令を受けると、プリンタＡＳＩＣ３２は、ＲＡＭ１４の印刷バッファ１４ａに記憶さ
れた印刷データをビットマップ展開し、図示しない駆動モータを駆動して搬送ローラ３８
を回転させて記録紙Ｓを搬送し、圧力発生部３５への電圧を制御することによりビットマ
ップに展開した画像データに基づいて記録紙Ｓに画像を印刷する。
【００３７】
　ここで、本実施例の構成要素と本発明の構成要素との対応関係を明らかにする。本実施
例のコントローラ１１が本発明の選択手段、管理情報作成手段、記憶制御手段及び名称設
定手段に相当し、印刷機構３１が印刷ユニットに相当する。また、メモリカード１８が携
帯用の記憶媒体に相当し、光ディスクＮが保管用の記憶媒体に相当し、ルートマニフェス
ト６１が統括情報に相当し、マニフェスト７１及びマニフェスト７６が管理情報に相当す
る。なお、本実施例では、マルチファンクションプリンタ１０の動作を説明することによ
り本発明のファイル管理方法の一例も明らかにしている。
【００３８】
　以上詳述した本実施例のマルチファンクションプリンタ１０によれば、メモリカード１
８に記憶された複数のファイルのうち印刷に利用可能なファイルを選択し、今回選択され
たファイルの保存場所の情報を含むマニフェスト７６を作成し、該作成したマニフェスト
７６へのリンク情報６８をルートマニフェスト６１に登録する。そして、リンク情報６８
を登録したルートマニフェスト６１及びマニフェスト７６を利用してファイルの取得など
を行う。このように、印刷に利用可能なファイルが予め選択されてマニフェスト７６が作
成される。したがって、ファイルを管理しやすい。また、ファイルの拡張子に基づいて印
刷に利用可能なファイルを選択するため、比較的容易に利用可能なファイルを検索するこ
とができる。
【００３９】
　更に、書き込み消去を頻繁に行うような携帯用のメモリカード１８から保管用の光ディ
スクＮにファイル及びマニフェスト７６をバックアップするため、確実にファイルを保管
することができる。また、携帯用のメモリカード１８に記憶したファイルをもとに、マニ
フェスト７６とこのマニフェスト７６に登録されたファイルとを新たに作成した共通のフ
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ォルダに保存するため、マニフェスト７６とファイルとを別々の記憶媒体やフォルダに保
存する場合に比べてファイルを管理しやすい。更にまた、マニフェスト名７６ａと、フォ
ルダ名７９と、タイトル名としてのリンク名６８ａとに共通の管理名称「００２」を含む
ため、マニフェスト７６とフォルダとタイトル名との関連を理解しやすい。
【００４０】
　そして、今回選択されたファイルのメタデータを更に含むマニフェスト７６を作成する
ため、あとからメタデータを利用することによってファイルの内容を確認することができ
る。そしてまた、ユーザによって操作部４４が操作されて外部から入力されたメタデータ
を含むマニフェスト７６を作成するため、ユーザが自由にメタデータを作成することがで
きる。あるいは、所定の定義ファイルに基づいて作成されたメタデータを含むマニフェス
ト７６を作成するため、ユーザのメタデータの入力の手間を省くことができる。あるいは
、ファイルに含まれている情報に基づいて作成したメタデータを含むマニフェスト７６を
作成するため、ファイルに含まれている情報を利用してメタデータの入力の手間を省くこ
とができる。
【００４１】
　そしてまた、複数のファイルのうち印刷に利用可能なファイルを選択して印刷実行する
ことが多く、利用可能なファイルの管理を行う必要性が高いため、本発明を適用する意義
が高い。
【００４２】
　そして更に、パーソナルコンピュータなどを接続することなくマルチファンクションプ
リンタ１０単体でＭＰＶ形式でのファイルの管理を行うことができる。
【００４３】
　なお、本発明は上述した実施例に何ら限定されることはなく、本発明の技術的範囲に属
する限り種々の態様で実施し得ることはいうまでもない。
【００４４】
　例えば、上述した実施例では、メモリカード１８に記憶された複数のファイルを外部記
憶装置５２の光ディスクＮ（ＤＶＤ－ＲＷなど）へＭＰＶ形式で保存するとしたが、メモ
リカード１８に記憶された複数のファイルをこのメモリカード１８へＭＰＶ形式で保存す
るとしてもよい。こうしても、煩雑な操作をせずに利用可能なファイルを管理することが
できる。このとき、ファイル管理制御ルーチンのステップＳ１４０での今回選択したファ
イルを今回作成したフォルダにコピーする処理を省略してもよい。こうすれば、今回選択
したファイルをＭＰＶ形式で利用可能とすると共に同じファイルがメモリカード１８に複
数存在することを防ぐことができる。
【００４５】
　また、上述した実施例では、ファイル管理制御ルーチンでマニフェスト７６やこのマニ
フェスト７６を格納するフォルダなどを順次光ディスクＮに書き込むとしたが、フォルダ
作成、マニフェスト作成マニフェストへのリンク情報のルートマニフェストへの登録など
をＲＡＭ１４上で行い、すべての処理をＲＡＭ１４上で終えたあとＲＡＭ１４に格納され
たデータを光ディスクＮに保存してもよい。こうすれば、上書きのできない記憶媒体（Ｄ
ＶＤ－ＲやＣＤ－Ｒなど）に保存しやすい。
【００４６】
　更に、上述した実施例では、操作部４４を操作することによってファイルのメタデータ
を入力するとしたが、マルチファンクションプリンタ１０に赤外線通信ポートを設け、こ
の赤外線通信ポートと情報のやりとりが可能な外部機器（例えば携帯電話など）を用いて
ファイルのメタデータを入力してもよい。こうすれば、漢字入力など、より高度な入力を
行うことができる。あるいは、予めユーザがメタデータを入力したテキストファイルをメ
モリカード１８に記憶しておき、このテキストファイルを読み込ませることによりメタデ
ータを入力してもよい。
【００４７】
　更にまた、上述した実施例では、特に説明しなかったが、特定の機種によってルートマ
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６の保存や、ルートマニフェスト６１への今回作成するリンク情報の登録を許可するよう
にしてもよい。こうすれば、互換性を維持することができる。
【００４８】
　そして、上述した実施例では、インクジェット方式を採用したフルカラーのマルチファ
ンクションプリンタ１０としたが、電子写真方式のカラーレーザプリンタや、熱転写式の
カラープリンタや、ドットインパクト方式のプリンタとしてもよいし、これらのモノクロ
プリンタとしてもよい。また、ＦＡＸ機やコピー機などの印刷装置としてもよい。また、
パソコン、スキャナ、デジカメ及びデジタルビデオなどの画像処理機器などに本発明を適
用してもよい。また、上述した実施例では、デジタルカメラ５０で撮影した画像について
説明したが、スキャナ部２０でスキャンした画像について適用してもよい。更に、上述し
た実施例では、画像ファイルについて説明したが、音楽ファイルに適用してもよい。
【図面の簡単な説明】
【００４９】
【図１】本実施例のマルチファンクションプリンタ１０のブロック図である。
【図２】本実施例のマニフェストの説明図である。
【図３】本実施例の操作パネル４０の説明図である。
【図４】本実施例のファイル管理制御ルーチンである。
【図５】本実施例のフォルダの作成の説明図である。
【図６】本実施例のファイルコピーの説明図である。
【図７】本実施例のマニフェストの作成の説明図である。
【図８】本実施例のマニフェストへのアセット情報の格納の説明図である。
【図９】本実施例のルートマニフェストへのリンク情報の登録の説明図である。
【図１０】本実施例のメタデータ入力画面８１の説明図である。
【図１１】本実施例の表示部４２に表示する画面の切り替えの説明図である。
【符号の説明】
【００５０】
　１０　マルチファンクションプリンタ、１１　コントローラ、１２　ＣＰＵ、１３　Ｒ
ＯＭ、１３ａ　ファイル管理制御プログラム、１４　ＲＡＭ、１４ａ　スキャナバッファ
、１４ｂ　印刷バッファ、１４ｃ　パス情報、１５　フラッシュメモリ、１６　リーダラ
イタ、１７　スロット、１８　メモリカード、１９　入出力部、２０　スキャナ部、２１
　スキャナ機構、２２　スキャナＡＳＩＣ、２３　ガラス面、２４　ラインイメージセン
サ、２６　移動部、３０　プリンタ部、３１　プリンタ機構、３２　プリンタＡＳＩＣ、
３４　インクカートリッジ、３５　圧力発生部、３６　吐出口、３８　搬送ローラ、４０
　操作パネル、４２、表示部、４４　操作部、４４ａ　カーソルキー、４４ｂ　決定キー
、４４ｃ　表示切替キー　４４ｄ　戻りキー、４８　バス、５０　デジタルカメラ、５２
　外部記憶装置、６１　ルートマニフェスト、６２　リンク情報、６２ａ　リンク名、６
２ｂ　リンクパス、６３　アルバム情報、６３ａ　アルバム名、６４，６５，６７　ファ
イル情報、６４ａ　ファイル名、６４ｂ　ファイルパス、６４ｃ　アセット種別、６８　
リンク情報、６８ａ　リンク名、６８ｂ　リンクパス、７１　マニフェスト、７３，７４
　アセット情報、７６　マニフェスト、７６ａ　マニフェスト名、７７，７８　アセット
情報、７７ａ　ファイルパス、７９　フォルダ名、８０　選択画面、８１　メタデータ入
力画面、８１ａ　カーソル、８１ｂ　タイトル表示バー、８１ｃ　縮小画像表示部、８１
ｄ　操作方法表示バー、８２　分割配置画面、８２ａ　カーソル、８４　拡大表示画面、
８５　メタデータ表示画面、Ａ～Ｇ　画像、Ｍ　媒体、Ｎ　光ディスク、Ｓ　記録紙。
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